
 

国土強靱化 民間の取組事例 316   顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 14商品やサービスに防災機能を付加する 

316 
町並みや生活様式を伝える文化・歴史遺産の喪失を災
害から守るデジタルフォトサービス 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社あわえ 
【平成 28年】 

2480001008595 サプライ関連事業者 
【情報通信業】 

徳島県 

1 取組の概要 

 古い写真をデータ化・クラウド保存 

 各家庭や行政  企業等が保持する古写真は個人にとって

の思い出であると同時に、撮影当時の町並みや生活様式

を知ることができるなど、地域における⽂化的  歴史的

な資産であると株式会社あわえは考えた。そこで火災や

台風、津波等の災害によってこれらの古写真の消失のリ

スクに対応するため、同社はこれら古写真を個人宅や企

業 行政等から収集、スキャンしてクラウドサーバ上で

保存 管理するとともに、地域資産として利活⽤できるサービスとして  GOEN」を開発した。 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 古い写真を町の資産に 

 現在、公にされている町の歴史資料では大きなイベントに関する事がほとんどで、個人の生活

や出来事等は記録されていない。一方、住民が保持する写真は、個人にとっての思い出であると

同時に、撮影当時の町並みや生活様式を知ることができるなど、地域における⽂化的  歴史的に

重要な資産と言える。しかし、重要性が認識されないまま、経年劣化や廃棄によって日々失われ

ており、火災や台風、津波等の災害による喪失するリスクもある。 

 同社は消失リスクを回避するため、住民や企業、行政等か

ら古い写真を収集し、スキャンしてクラウドサーバ上で

保存  管理するとともに、写真にまつわる情報を付加する

ことのできるデジタルフォトサービスを開発した。これ

により個人の写真の資産価値を向上させ、地域サービス

や観光資源として有効活⽤するなど、活⽤範囲の拡大及

び活⽤頻度の向上を図っている。 

 

 

 

 

▲GOEN 総合 TOPページ 

▲スキャンの様子 
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3 取組の平時における利活用の状況 

  同サービスは、google マップとの連動によりストリートビューアー上でも機能する事が可能と

なり、お遍路さんや観光に訪れる方々が町の歴史を知るための観光支援ツールとしても有効と

なった。古い写真の当時の情報をお年寄りの方々へヒアリングする際等にも活⽤され、思い出

を、世代を超えて受け継ぐことにもつながっている。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  東日本大震災では、町の再建に際し、住民らが保有していた写真等を参考に復元を行った。しか

し写真そのものが津波等で流されてしまい、町を十分に復元することが困難な地域もあった。

これらの反省から自治体では個人が保有する写真等の共有 保存への需要がある。同社のサー

ビスは、まちの歴史や姿をデジタル保存することにより、再建に際して必要な情報源を確実に

確保することにつながっている。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  徳島県海陽町の  地域おこし協力隊」では、地域交流を円滑にするツールとして同サービスを活

⽤している。平成 27年の夏に海陽町で行われたインターンシップでは、現在と過去を比較する

ことにより地域が持つ資源や課題を模索する資料として同サービスが活⽤された。 

 

6 現状の課題・今後の展開など  

  同サービスで扱う写真の多くは個人が所有する写真が多く、取組への理解と周知が非常に重要

となる。そのため、一人一人の方々に説明をしながら協力を依頼するための時間が必要となる。

また、写真データの一つ一つにタギングを行うため多くの労力がかかる。 

 平成 32 年にかけて海外から多くの旅行客が訪れることを想定し、同社では日本の歴史⽂化を

知るためのツールとして同サービスの他言語化に対応する予定である。 

 

7 周囲の声 

  東日本大震災後に南三陸を訪れた際、ボランティアが流された写真を洗い、持ち主に返す取組

をしていた。美波町では南海トラフ地震により津波高は 20mと予想されているため、地域の記

憶を守ることに関心が高まっていた。また地域住民の新しいコミュニケーションのきっかけと

して同取組に期待している。（地方公共団体） 

 


